
21720　植調　Vol.50, No.7(2016)

して，それで線虫をからめ捕るツワモノもいるとか。
最近の研究で，ヒラタケが線虫を殺す仕組みが明らかに
なった。ヒラタケに含まれるタンパク質（ヒラタケの学名
Pleurotus ostreatusから pleurotolysinと ostreolysinと命名され
ている）が，獲物の細胞にパンチング状の孔を開けてしまう
のだ（そこでこのタンパク質は孔形成タンパク質とも呼ばれ
ている）。
ヒラタケは，広葉樹などの朽木に生える木材腐朽菌である。
それも，木質部のセルロースよりもリグニンを優先的に分解
することからリグニン分解菌類と呼ばれている。線虫食は，
栄養分の不足を補う意味があるとされている。
ところで，図 -3 を描いた画家の名を見て「あれっ」と思っ
たむきもあることだろう。そう，いまだに名作の誉れ高く，
多くの人に愛されているピーターラビットの作者ビアトリク
ス・ポター（1866 ～ 1943）その人である。
ポターはロンドンの高級住宅街ケンジントンで裕福な家庭
に生まれた。幼いころから絵が得意だったようで，12 歳の
ときに絵の家庭教師があてがわれた。一家は，スコットラン
ドの湖水地方で夏を過ごすことも多く，少女は植物や化石な
どの水彩画を好んで描いた。15 歳のとき，近所に大英自然
史博物館がオープン。少女はスケッチブックを手に展示室に
通い詰めた。そして20歳の頃，森の妖精キノコに魅せられた。
顕微鏡でキノコを観察するうちに，スケッチだけでは飽き足
りず，実験にも手を染めるまでになった。そして当時はまだ
謎の多かった胞子の発芽に関する新発見を成し遂げた。その
成果は論文にまとめてロンドンのリンネ学会に提出したのだ
が，嘆かわしい障壁に阻まれることになった。1897 年に会
合で代読されたものの，印刷に付されることはなかったのだ。
当時はまだ，趣味としての博物学は女性にも普及していたが，
学問の世界は女人禁制の時代だったのである。

それでもポターは，アカデミズムとは一線を画しつつも菌
類や地衣類の研究をつづけた。そのほか，ご承知のように動
物絵本の名作を世に送り出した。そして晩年は湖水地方の景
観保全に尽力し，全遺産をナショナルトラストに託した。
菌類の研究といえば，本邦の南方熊楠（1867 ～ 1941）
の名も思い起こされる。アメリカ漫遊の果てにロンドンの大
英博物館の図書館で独学し，創刊間もない『ネイチャー』誌
に文化人類学分野の論文を寄稿した碩学である。帰国後は故
郷の和歌山県田辺に居を構え，粘菌類を中心とした研究に勤
しんだ。粘菌類は，かつては菌類に分類されていたが，現在
は原生生物に配属され，菌類からは外されている。とはいえ，
これもまた魅力的な森の妖精である。ポターと熊楠の奇しき
因縁はそれに留まらない。熊楠も，鎮守の森や田辺湾に浮か
ぶ神島の自然保護を訴えたのだ。二人とも，森の妖精の声を
聴き取ったにちがいない。

図 -３　ポターが描いたテングタケの1種
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A.野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

1.BAH-0805 乳 
ジメテナミドP:19.7% 
ペンディメタリン:23.1% 
 
 
[BASFジャパン]  

タマネギ 定植前への拡大(マルチ:2年目) 実 実)
[秋冬作､露地;一年生雑草] 
・定植前 雑草発生前 
・全面土壌処理 
・200～400mL<100L>/10a 
 
[秋冬作､露地;一年生雑草] 
・ 定植後 雑草発生前 
・全面土壌処理 
・200～400mL<100L>/10a 

タマネギ 定植前への拡大(無マルチ:2年目)

タマネギ 倍量薬害(マルチ)

タマネギ 倍量薬害(無マルチ)

2.BAS-656 乳 
ジメテナミドP:64.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

ブロッコリー 秋冬作への拡大(東北以南:2年目) 実 実)
[秋冬作､露地;一年生雑草 

(タデ科､アカザ科､アブラナ科を除く)] 
・定植後､雑草発生前 
・全面土壌処理 
・50～75mL<100L>/10a 

3.HPW-105 乳 
トリフルラリン:33% 
IPC:11% 
 
 
[*保土谷UPL 
ダウ・ケミカル日本]  

タマネギ キク科雑草に対する除草効果の確
認 

実・継
(従来
どお
り)

実)
[秋冬作､露地;一年生雑草 
・定植後､雑草発生前 
・全面土壌処理 
・300～400mL<100L>/10a 
 
継) 
・薬量300mL<100L>/10aでのキク科､アブラナ科
に対する除草効果の確認 

4.NH-007 フロアブル 
ピラフルフェンエチル 

:0.16% 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:30.0% 
 
 
[日本農薬]  

タマネギ 畦間処理(2年目) 実・継 実)
[秋冬作;一年生雑草] 
・ 耕起7日以前 雑草生育期(草丈30cm以下) 
・全面茎葉処理 
・400～600mL<100L>/10a 
 
[秋冬作;一年生雑草] 
・タマネギ生育期､雑草生育期 
・畦間茎葉処理 
・400～600mL<100L>/10a 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・耕起直前処理での薬害の確認 
・定植前処理での効果､薬害の確認 
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A.野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

5.NH-009 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[日本農薬]   

タマネギ 定植前(初年目) 継 継)
・効果､薬害の確認 

タマネギ 畦間処理(初年目)

タマネギ 倍量薬害(定植前)

タマネギ 倍量薬害(畦間処理)

6.アラクロール 乳 
アラクロール:43% 
 
 
[日産化学工業]   

タマネギ 定植後､雑草発生前(初年目) 継 継)
・効果､薬害の確認 

タマネギ 倍量薬害(定植後)

 

 

B.平成27年度 春夏作分 野菜関係 除草剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

1.NP-55 乳 
セトキシジム:20% 
 
 
[日本曹達]  

セロリ イネ科雑草3～6葉期(2年目) 実 
(従来
どお
り)

実) 
[春夏作､露地;一年生イネ科雑草 

(スズメノカタビラを除く)] 
・セロリ生育期､イネ科雑草3～6葉期 
・全面茎葉処理 
・150～200mL<100～150L>/10a 

 

 

C.平成27年度 春夏作分 花き関係 除草剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

1.SCC-010 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[日本アグロサービス]   

ユリ 畦間処理 継 継)
・効果､薬害の確認 

トルコギキョウ 一年生雑草

ユリ 倍量薬害の確認

トルコギキョウ 倍量薬害の確認

 

 

D.平成27年度 春夏作分 花き関係 生育調節剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい・試験設計 等 判定 判定内容 

1.NPK-063 水和 
フルルプリミドール:50% 
 
 
[日本農薬]  
  

トキワマンサク 新梢伸長抑制による剪定軽減効果 実・継
 

実)
[ベニカナメモチ､カイズカイブキ､ヒバ､マテ

バシイ;新梢伸長抑制による剪定軽減]
・萌芽2週間前または新梢伸長開始2週間前 
・土壌処理 
・800～2000g<100～300L>/10a 
 
継) 
・トキワマンサクでの効果､薬害の確認 

マテバシイ 新梢伸長抑制による剪定軽減効果
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